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９月定例会から放映を開始した議会本会議の模様（庁舎１階コミュニティホ－ルにて）・P17に関連記事あり

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

第
３
回
（
９
月
）
定
例
会

第３回（９月）定例会第３回（９月）定例会
第３回（９月）定例会を開催し、
提出された議案や陳情等を慎重に審議

あきる野ウォッチングあきる野ウォッチング

一般質問一般質問
聞いてみたいな、こんなこと（質問者22名）

決算審査決算審査

P２

P４

P６

P18

平成17年度決算を認定

あんなとこ、こんなとこ（舘谷・舘谷台）
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○
あ
き
る
野
市
ひ
と
り
親
家
庭

　
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
健
康
保
険
法
（
大
正
11
年
法

律
第
70
号
）
及
び
老
人
保
健
法

（
昭
和
57
年
法
律
第
80
号
）
の

改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
児
童
館
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
児
童
の
健
全
育
成
の
充
実
を

図
る
た
め
、
児
童
館
の
年
末
の

開
館
を
延
長
す
る
必
要
が
あ
り
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

市
長
提
出
議
案
（
28
件
）

議
　
案

　
あ
き
る
野
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
影
山
守
彦

氏
は
、
平
成
18
年
11
月
９
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
引

き
続
き
あ
き
る
野
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
選
任

す
る
た
め
議
会
に
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。
任
期
は
、
平
成

18
年
11
月
10
日
か
ら
平
成
21
年

11
月
９
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

○
あ
き
る
野
市
固
定
資
産
評
価

　
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

　
つ
い
て

○
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
委

　
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
委

員
の
溝
口
勲
夫
氏
は
、
平
成
18

年
10
月
27
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
、
引
き
続
き
あ
き
る

野
市
教
育
委
員
会
委
員
に
選
任

す
る
た
め
議
会
に
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。
任
期
は
、
平
成

18
年
10
月
28
日
か
ら
平
成
22
年

10
月
27
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
以
上
、
投
票
の
結
果
、
全
員

　
の
賛
成
で
同
意
）

　
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
17
年
法
律
第

73
号
）
の
施
行
に
よ
る
行
政
手

続
法
（
平
成
５
年
法
律
第
88
号
）

の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
非
常
勤
職
員
の

　
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例

　
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
及

び
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

18
年
法
律
第
12
号
）
等
の
施
行

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
行
政
手
続
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
９
月
定
例
会
は
、９
月
５
日
に
開
会
し
、

９
月
26
日
ま
で
22
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
の
９
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
の
３
日
間
は
、
22
名
の
議
員
に
よ
り
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
８
日
は
、
市
長
か
ら
提
出
の
あ
っ

た
議
案
や
市
民
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
陳
情

を
審
議
し
、
補
正
予
算
等
の
議
決
、
議
案

や
陳
情
の
委
員
会
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
日
・
13
日
・
14
日
の
３
日
間
は
、
常

任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
日
に

は
総
務
文
教
委
員
会
、
13
日
に
は
環
境
建

設
委
員
会
、
14
日
に
は
福
祉
委
員
会
の
各

常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た

議
案
や
陳
情
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
20
日
・
21
日
に
決
算
特
別
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
17
年
度
の
７
会
計
に
つ
い

て
の
歳
入
歳
出
決
算
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
26
日
に
は
、
総
務
文
教
・
環

境
建
設
・
福
祉
の
各
常
任
委
員
長
と
決
算

特
別
委
員
長
の
委
員
会
審
査
報
告
な
ど
を

受
け
て
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
採
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
第
３
回（
９
月
）

定
例
会
の
概
要

定例会を開催し、提出された議案や陳情等を慎重に審議

９月定例会で決まったこと９月定例会で決まったこと９月定例会で決まったこと

○
あ
き
る
野
市
学
童
ク
ラ
ブ
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成

17
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
施

行
に
よ
る
児
童
福
祉
法
（
昭
和

22
年
法
律
第
１
６
４
号
）
の
改

正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
国
民
健
康
保
険

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例

　
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成

17
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
施

行
に
伴
う
児
童
福
祉
法
（
昭
和

22
年
法
律
第
１
６
４
号
）
の
改

正
並
び
に
健
康
保
険
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
う
出
産
育
児
一
時

金
及
び
埋
葬
料
の
改
定
に
よ
り
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
中
小
企
業
振
興

　
資
金
融
資
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
17
年
法
律
第
87
号
）
の

施
行
に
よ
る
中
小
企
業
基
本
法

（
昭
和
38
年
法
律
第
１
５
４

号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。
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陳
情
（
2
件
）

○
出
資
法
の
上
限
金
利
引
下
げ

　
に
関
す
る
陳
情

（
全
会
一
致
で
陳
情
を
採
択
）

○
高
齢
者
に
対
す
る
住
民
税
大

　
増
税
な
ど
の
負
担
増
の
中
止

　
を
求
め
る
陳
情

（
賛
成
少
数
で
陳
情
を
不
採

議
員
提
出
議
案
（
1
件
）

○
出
資
法
及
び
貸
金
業
規
制
法

　
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書

（
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
）

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
一

　
般
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

※
補
正
予
算
額
に
つ
い
て
は
下

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
国

　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
老

　
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
介

　
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
一

　
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　
定
に
つ
い
て

※
歳
入
歳
出
決
算
額
等
の
詳
細

　
は
、
４
・
５
頁
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
老

　
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
介

　
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
戸

　
倉
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

　
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
以
上
、
賛
成
多
数
で
原
案
を

　
認
定
）

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
下

　
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

　
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
受

　
託
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を

　
認
定
）

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
国

　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
下

　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
算
（
第
１
号
）

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を

　
可
決
）

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を

　
可
決
）

○
あ
き
る
野
市
消
防
団
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
18
年
法
律
第

64
号
）
の
施
行
に
よ
る
消
防
組

織
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
２
２

６
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
市
が
あ
き
る
野
市
土
地
開
発

公
社
に
業
務
委
託
し
た
「
菅
生

テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
開
発
整
備
事
業

（
用
地
取
得
事
業
・
造
成
事

業
）」
に
つ
い
て
、
あ
き
る
野
市

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化

に
関
す
る
計
画
に
基
づ
き
、
あ

き
る
野
市
土
地
開
発
公
社
に
お

け
る
簿
価
総
額
の
縮
減
を
図
る

た
め
、
菅
生
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
Ｓ

１
地
区
内
の
用
地
の
一
部
を
買

い
戻
す
必
要
が
あ
り
、
財
産
を

取
得
す
る
も
の
で
す
。

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
あ
き
る
野
市
下
代
継
３
２
１

番
１
先
か
ら
同
３
２
９
番
１
４

先
ま
で
、
同
６
５
９
番
10
先
か

ら
同
４
８
０
番
２
先
ま
で
、
同

４
８
０
番
２
先
か
ら
同
５
６
５

番
２
先
ま
で
、
牛
沼
９
６
３
番

１
先
か
ら
下
代
継
５
６
５
番
２

先
ま
で
、
牛
沼
９
６
４
番
２
先

か
ら
同
９
５
３
番
先
ま
で
、
同

１
０
０
６
番
２
先
か
ら
同
９
９

０
番
１
先
ま
で
、
同
１
０
０
６

番
２
先
か
ら
同
１
０
０
７
番
１

先
ま
で
、
同
９
８
９
番
１
先
か

ら
同
９
８
８
番
２
先
ま
で
、
同

１
０
２
６
番
先
か
ら
同
９
９
７

番
１
先
ま
で
を
市
道
路
線
に
認

定
す
る
も
の
で
す
。

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
あ
き
る
野
市
牛
沼
９
８
０
番

先
か
ら
同
９
６
４
番
先
ま
で
、

同
９
７
５
番
先
か
ら
同
９
７
３

番
先
ま
で
、
同
１
０
４
６
番
先

か
ら
同
９
９
７
番
先
ま
で
の
市

道
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
あ
き
る
野
市
下
代
継
６
２
５

番
先
か
ら
同
５
７
０
番
先
ま
で

を
同
６
２
５
番
先
か
ら
同
６
０

０
番
１
先
ま
で
に
、
同
５
２
４

番
先
か
ら
同
４
７
４
番
１
先
ま

で
を
同
５
２
４
番
先
か
ら
同
４

６
８
番
３
先
ま
で
に
、
同
３
２

９
番
ロ
先
か
ら
同
３
２
８
番
先

ま
で
を
同
３
２
９
番
ロ
先
か
ら

同
３
２
８
番
３
先
ま
で
に
、
牛

沼
13
番
５
先
か
ら
同
18
番
３
先

ま
で
を
同
13
番
５
先
か
ら
同
18

番
９
先
ま
で
に
、
下
代
継
３
２

０
番
２
先
か
ら
同
６
６
３
番
先

ま
で
を
同
３
２
０
番
２
先
か
ら

同
５
９
２
番
２
先
ま
で
に
、
牛

沼
９
７
９
番
先
か
ら
同
９
６
９

番
先
ま
で
を
同
９
７
８
番
先
か

ら
同
９
６
９
番
先
ま
で
に
、
牛

沼
１
０
０
６
番
先
か
ら
雨
間
２

４
１
７
番
先
ま
で
を
牛
沼
９
９

６
番
１
先
か
ら
雨
間
２
４
１
７

番
先
ま
で
に
、
牛
沼
１
０
０
３

番
先
か
ら
雨
間
２
４
１
３
番
先

ま
で
を
牛
沼
１
０
５
６
番
２
先

か
ら
雨
間
２
４
１
３
番
先
ま
で

に
市
道
路
線
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
あ
き
る
野
市
野
辺
６
２
０
番

１
先
か
ら
同
６
１
９
番
１
先
ま

で
の
市
道
路
線
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
１
６
３

番
１
先
か
ら
同
１
６
４
番
１
先

ま
で
の
市
道
路
線
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

272億8780万7千円一 般 会 計

補正前の額 補　正　額 補正後の額

9億4205万4千円 282億2986万1千円

特
別
会
計

64億8574万8千円国民健康保険 2億7701万4千円 67億6276万2千円

45億8494万3千円老 人 保 健 1242万8千円 45億9737万1千円

34億8352万7千円介 護 保 険 1億3459万2千円 36億1811万9千円

32億3272万3千円下水道事業 10万7千円 32億3283万0千円
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平
成
17
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
２
日
間
に
わ
た
り
審
査

　
平
成
17
年
度
の
７
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
は
、
議
長
・
監
査

委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す

る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

９
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
所
管
部
長
か
ら
主
な

事
業
等
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
質
疑

に
入
り
ま
し
た
。
活
発
な
議
論

を
行
い
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、

一
般
会
計
決
算
及
び
６
件
の
特

別
会
計
決
算
を
す
べ
て
認
定
し

ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
に
よ
る
２

日
間
の
審
査
の
後
、
最
終
日
で

あ
る
９
月
26
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
の
委

員
長
が
審
査
報
告
を
行
い
、
そ

の
報
告
を
受
け
、
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
の
採
決
が
行

わ
れ
、
全
て
の
決
算
が
、
原
案

ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

会計別歳入歳出決算額

一 般 会 計

国民健康保険

老 人 保 健

介 護 保 険

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

戸 倉 財 産 区
下 水 道 事 業

受託水道事業

合　　　計

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

予算現額

258億1519万4000円 257億7490万6678円 253億1343万4054円 4億6147万2624円

65億1212万0000円 63億9648万4354円 64億3471万6981円 △3823万2627円

47億0881万1000円 46億2524万5360円 45億9576万3594円 2948万1766円

34億3083万8000円 34億6908万7234円 33億6576万7294円 1億0331万9940円

33億7487万7000円 34億1650万2139円 33億1318万2199円 1億0331万9940円

5596万1000円 5258万5095円 5258万5095円 0円

1317万3000円 1568万9997円 723万0137円 845万9860円

31億4123万4000円 31億5970万8336円 31億0704万3536円 5266万4800円

10億0113万6000円 9億1600万8366円 9億1600万8366円 0円

　　　計 188億0731万2000円 185億8222万3647円 184億2652万9908円 1億5569万3739円

446億2250万6000円

歳入歳出差引不足額（△印）は、翌年度歳入繰上充用金で補てんしています。

443億5713万0325円 437億3996万3962円 6億1716万6363円

歳入総額 歳出総額 差引残額

決算特別委員会での採決



　
平
成
17
年
度
は
、
あ
き
る
野
市
に
お
い
て
、
新
市
誕
生
10
周
年
の
節
目
の

年
で
あ
り
、
新
市
建
設
計
画
や
総
合
計
画
の
確
実
な
推
進
が
求
め
ら
れ
た
年

度
で
あ
っ
た
。

　
決
算
の
内
容
を
見
る
と
、
財
政
収
支
は
４
億
円
か
ら
の
黒
字
に
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
経
常
収
支
比
率
と
公
債
費
比
率
の
数
値
は
と
も
に
上
昇
し
て
お
り
、
財
政
構
造
の

硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
引
き
続
き
、
財
政
計
画
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
く
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
施
策
で
は
、
福
祉
面
で
、
公
明
党
が
議
会
で
何
度
も
提
案
し
、
要
望
し
て

き
た
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
、
実
現
し
た
こ
と
は
、
高
く

評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
特
に
学
校
施
設

の
耐
震
化
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
耐
震
診
断
の
み
な
ら
ず
、
一
刻
も
早
く
、
耐
震
改
修

工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
く
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
強
く
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
全
体
と
し
て
は
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
市
民
の
多
様
な
要
望
に
応
え
ら
れ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
、
今
後
も
、
更
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
、
効
率
的
な
財
政

　
平
成
17
年
度
の
日
本
経
済
は
、
民
間
需
要
中
心
の
緩
や
か
な
回
復
が

続
き
、
よ
う
や
く
明
る
さ
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
当
市
で

は
、
税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
市
税
収
入
は
増
加
し
た
が
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
に
伴
う
地
方
交
付
税
総
額
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
事
情
で
は
あ
っ
た
が
、

財
源
の
確
保
と
着
実
な
事
業
の
実
施
に
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
歳
入
は
24
億
１
千
５
百
76
万
５

千
円
の
減
、
歳
出
は
23
億
５
千
７
百
96
万
９
千
円
の
減
と
な
っ
た
が
、
そ
の
要
因
を
見

る
と
前
年
度
に
住
民
税
等
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
と
理
解
す

る
。
市
税
は
、
税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
特
に
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
、
滞
納

額
の
大
幅
な
削
減
を
実
現
し
た
こ
と
は
職
員
の
努
力
の
結
果
と
考
え
る
。
ま
た
、
ご
み

の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
16
年
度
は
前
年
度
比
14
・
３
％
の
総
ご
み
量
の
減
量
を
達
成

し
、
17
年
度
で
は
前
年
度
と
同
量
の
収
集
実
績
を
維
持
し
て
お
り
、
戸
別
収
集
有
料
化

が
定
着
し
て
き
た
結
果
と
評
価
す
る
。
今
後
も
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
新
た
な
行
政
経
営
の
構
築
な
ど
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
行
財
政
運
営
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
平
成
17
年
度
は
、
合
併
10
周
年
の
節
目
の
年
度
と
同
時
に
国
の
三
位
一
体
改
革
や
税

制
改
正
の
影
響
が
顕
著
に
現
れ
た
年
で
あ
り
、
今
後
の
財
政
構
造
の
変
化
が
予
見
さ
れ

る
状
況
と
な
っ
た
。

　
と
り
わ
け
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
の
起
債
の
元
利
償
還
額
１
５
３

億
円
の
約
６
割
の
交
付
税
算
入
が
担
保
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
や
合
併
算
定
替
に

よ
り
今
後
減
額
さ
れ
る
こ
と
、
国
の
交
付
税
総
額
の
抑
制
な
ど
、
今
後
数
年
間
、
タ
イ

ミ
ン
グ
と
し
て
極
め
て
悪
い
状
況
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
一
層
の
行
政
改
革
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
事
業
全
体
に
つ
い
て
は
、
観
光
拠
点
整
備
に
お
け
る
温
泉
は
、
継
続
可
能
な

施
設
経
営
に
つ
い
て
依
然
と
し
て
不
透
明
で
あ
る
こ
と
、
地
域
医
療
に
お
け
る
公
立
阿

伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
の
充
実
は
、
医
療
体
制
の
整
備
に
余
地
を
残
し
た
こ
と
な
ど
、
い

く
つ
か
の
事
業
に
つ
い
て
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
年
度
当
初
の
計
画
目
標
を
み
る
と
相

当
な
達
成
度
を
遂
げ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
局
に
お
い
て

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
行
政
の
継
続
性
を
維
持
、
推
進
さ
れ
た
努
力
に
対
し
て
感
謝
す

る
。

　
　
　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
平
成
17
年
度
に
導
入
さ
れ
た
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、

　
　
　
　
そ
の
重
要
性
に
配
慮
し
つ
つ
も
費
用
対
効
果
を
重
視
す
る
あ
ま
り
税
の
再
配

　
　
　
　
　
分
の
公
平
性
を
損
な
う
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
推
進
さ
れ
た
い
。

　
地
方
交
付
税
が
前
年
か
ら
２
億
８
千
万
円
減
ら
さ
れ
、
６
年
前
と
比
べ
て
23
億
円
も

減
り
ま
し
た
。
市
民
の
税
金
は
、
配
偶
者
特
別
控
除
等
の
廃
止
で
１
億
６
千
２
百
万
円

の
増
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
義
務
教
育
に
お
け
る
学
校
配

分
予
算
が
削
ら
れ
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
に
、
保
育
料
は
三
多
摩

で
２
番
目
に
高
く
な
り
、
国
民
健
康
保
険
税
は
合
併
後
５
回
も
値
上
げ
し
ま
し
た
。
働

き
た
く
て
も
働
く
場
所
が
無
く
、
働
い
て
も
働
い
て
も
暮
ら
し
が
良
く
な
ら
な
い
「
格

差
と
貧
困
」
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　
一
方
で
市
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取
ら
ず
平
成
12
年
に
一
旦
凍
結
し
た
温
泉
事
業

を
始
め
ま
し
た
。
間
違
っ
て
い
ま
す
。

　
温
泉
支
配
人
の
報
酬
月
額
案
が
70
万
円
で
、
市
長
、
助
役
に
つ
い
で
３
番
目
で
す
。

市
民
の
所
得
は
８
年
間
減
少
し
て
い
る
中
で
、
市
長
の
退
職
金
は
、
４
年
ご
と
に
１
千

３
百
76
万
円
出
て
い
る
の
も
疑
問
で
す
。

　
教
育
予
算
を
増
や
し
、
学
校
の
耐
震
化
や
男
女
共
同
で
使
用
し
て
い
る
ト
イ
レ
な
ど
、

早
急
に
整
備
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
、
保
育
料
の
値
上
げ
を
止
め
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
商
店
振
興
費
の
増
額
な
ど
市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、

教
育
の
充
実
を
最
優
先
す
る
予
算
に
切
り
替
え
る
べ
き
で
す
。

　
以
上
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
認
定
に
対
す
る
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

公明党

清風会

政和会

日本共産党あきる野市議団

一般会計決算に対する討論

　定例会最終日に、一般会計歳入歳出決算の認定について、４人の議員が各会派を代表して
賛成・反対の討論を行いましたので、その要旨をお知らせします。
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